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ビッグデータ解析から無限データ解析へ
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Stochastic process models for infinite-dimensional matrices

～無限次元行列の確率モデルを用いたデータ解析～

関係データ（SNSでの人のつながり
や、ユーザの商品の購買履歴など）
から長方形分割模様の関係を抽出す
る研究です。ビッグデータと呼ばれ
るようなユーザの数や商品の増加と
のイタチごっこを本質的に解消する
ために、潜在的に無限のデータの解
析手法の創出を行っています。

任意の（無限通りの）長方形分割模
様を表現可能なモデル(Gilbert 
tessellation)は古くから知られて
いましたが、その統計的な性質の解
析は極めて難しく、実際のデータ解
析に用いることは出来ていませんで
した。本研究では解析に適した新し
い表現モデルを考案しました。

関係データに対するビッグデータ解
析においては、増え続けるデータに
対応するだけでなく、多種多様なあ
らゆる関係性に対応していくことが
重要になります。現在、多くのデー
タ解析システムはまだまだ人間の介
入を必要としていますが、我々の取
り組みは人間の手を離れた自立的な
解析システムの確立に繋がります。
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grizzly bear
persian cat

skunk
mole

leopard
spider monkey

hamster
bobcat

lion
raccoon

dalmatian
tiger

gorilla
chimpanzee

squirrel
bat

chihuahua
rat

giant panda
mouse

antelope
ox

sheep
giraffe
zebra
deer

horse
moose
rabbit

buffalo
pig

cow
german shepherd

siamese cat
fox

wolf
weasel

collie
otter

polar bear
blue whale

humpback whale
elephant

seal
killer whale

beaver
hippopotamus

rhinoceros
walrus
dolphin

関係データ解析
動物(55種類)ｘ属性(80種類)のバイナ

リデータから長方形分割クラスタを抽

出した解析例：

確率モデルの無限拡張

確

率

無限サイズの

行列の分割

確

率

確

率

有限サイズの

行列の分割

有限サイズの

行列のさらに

限られた部分

の分割

[1] M. Nakano, K. Ishiguro, A. Kimura, T. Yamada, N. Ueda, “Rectangular tiling process,” in Proc. International Conference on Machine

Learning (ICML), 2014.

確率モデルを用いた関係データ解析
確率モデルに基づく解析の基本方針：確率

モデルを観測データにフィッティング（対

象を表現する確率モデルの設計が重要）。

本研究の貢献：無限サイズの行列にお

ける全ての（無限通りの）長方形分割

を表す確率モデルの構成に成功。従来

は限定された長方形分割が主として扱

われてきた。

従来法2
従来法 1

提案法[1]

あらゆる長方形分割を扱
うことが出来るため、従
来見つけることの出来な
かった関係性 が新たに
見出せる可能性がある。

従来は極めて限ら
れた形の長方形分
割しか抽出するこ
とが出来なかった。

従来は極めて限ら
れた形の長方形分
割しか抽出するこ
とが出来なかった。

属性や動物において
多重の意味を持つク
ラスタが抽出可能

有限モデルの極限として無限モデルを構成。

確率の和
を保存

注目領域
を拡大

注目領域を
無限サイズへ
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